
道徳教育の全体計画について

道徳教育の全体計画の作成に当たっては、児童（生徒）、学校及び地域の実態に考慮して、
学校の道徳教育の重点目標を設定するとともに、道徳科の指導方針、第３章特別の教科道徳の
第２に示す内容との関連を踏まえた各教科、（外国語活動）、総合的な学習の時間及び特別
活動における指導の内容及び時期並びに家庭や地域社会との連携の方法を示すこと。

（小・中学校学習指導要領 第１章総則 第６の１の後段）

道徳教育の全体計画

◇学校の特色や実態及び課題に即した道徳教育が展開できる
◇学校における道徳教育の重点目標を明確にして推進することができる
◇道徳教育の要としての道徳科の位置付けや役割が明確になる
◇全教師による一貫性のある道徳教育が組織的に展開できる
◇家庭や地域社会との連携を深め、保護者や地域の人々の積極的な参加や協力を可能にする

（小学校学習指導要領解説 総則編から一部抜粋）

全体計画の意義

学校教育目標や学校の実態等を踏まえながら作成する
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全体計画の例

法的根拠

道徳教育の重点目標

各学年の重点目標

道徳科の指導の方針

生徒指導、環境整備

 特色ある教育活動
 豊かな体験活動
 家庭・地域等との連携
 における指導の方針

学校の教育目標

各教科、外国語活動、
総合的な学習の時間、
特別活動における指導
の方針

地域・保護者、教職員
   子供の願い・実態

別葉

指導の
内容・時期
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全体計画の別葉

全体計画を一覧表にして示す場合は、必要な各事項について文章化したり具体化したりしたもの
を加えるなどの工夫が望まれる。
（例）
・各教科等における道徳教育に関わる指導の内容及び時期を整理したもの
・道徳教育に関わる体験活動や実践活動の時期が一覧できるもの
・道徳教育の推進体制が分かるもの
・家庭や地域社会等との連携のための活動等が分かるもの

（令和６年度小学校及び中学校各教科等担当指導主事連絡協議会説明資料から一部抜粋）

・目指す子供像

・重点内容項目

・各教科等における道徳教育の指導内容

・指導時期の整理

・他の内容項目についても整理

→年間を通して具体的に活用しやすいものとする
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